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1 ISO55001 導入のための基礎知識 

1-1 規格開発の経緯・背景 

・ 2009 年 8月、イギリス規格協会（BSI：British Standards Institution）より、国際標準化機構

（ISO：International Organization for Standardization）に対して、アセットマネジメントシ

ステムを ISO の新業務項目にするよう提案

・ BSI の提案は、アセットマネジメント研究所（IAM：The Institute of Asset Management)ととも

に作成し、イギリス等で既に採用されている PAS55（公開仕様書 PAS：Publicly Available 

Specification）をそのベースとするもの

・ PAS55 が物的アセットに特化していることや、ISO のマネジメントシステム規格のための合同技術

調整グループ（JTCG：Joint Technical Coordinating Group）が提唱する上位構造 Guide83（High 

Level Structure）との整合性が問われたため、ISO として全面的な見直しを決定

・ 2010 年 6 月の英国・ロンドンでの準備会合で、原案作成を担当するプロジェクトコミッティー

（PC251）の設立が決議され、第 1 回目のワーキンググループ（WG）の会合が 2011 年 3 月にオー

ストラリア・メルボルンで開催

・ 以降、米国・ワシントン DC、南アフリカ・プレトリア、チェコ・プラハ、カナダ・カルガリーと

WG が開催され、ドラフト作成、各国からのコメント依頼、同コメントを踏まえたドラフトの書き

直しを繰り返し、2014 年 2月に正式発行

第 1回 オーストラリア・メルボルン（2011 年 2月）：全体方針、WD1 を議論

第 2回 米国・アーリントン（2011 年 10 月）：WD2～CD1 を議論

第 3回 南アフリカ・プレトリア（2012 年 2月）：CD2 を議論

第 4回 チェコ・プラハ（2012 年 6月）：CD2～DIS を議論

第 5回 カナダ・カルガリー（2013 年 5月）：DIS～FDIS を議論

・ 日本では、一般社団法人京都ビジネスリサーチセンター（KBRC : Kyoto Business Research Center）

が国内審議委員会の事務局となり活動
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図 1-1 ISO5500x 規格化のスケジュール 

（参考：下水道分野におけるアセットマネジメント国際規格の検討について） 

・ 下水道分野については、2002 年に ISO/TC224 が設置され、上下水道サービス事業に関する国際規

格化に向けた作業が開始され、TC224 では、飲料水供給・下水処理事業の運営管理に関する基本

事項の規格化を図ることを目的として、上下水道システム管理のガイドライン、サービスの品質

基準、業務指標などを規定することが目指された。

・ 2007 年 11 月の ISO/TC224 総会（於：東京）において、2011 年までにアセットマネジメントの

規格づくりを行うことが決議され、ワーキンググループ 6（WG6）が設置された。

・ 他のインフラも対象とした総合的なアセットマネジメントについて国際規格化する検討が別の委

員会（PC251）で開始されたことを受け、2010 年 11 月にドイツ・ボンで開催されたＷＧ６の会議

では、両規格の役割分担や関係のあり方が議論された。

・ その結果、インフラ全体に共通するアセットマネジメントの一般的な考え方は PC251 の規格に従

い、TC224 規格からアセットマネジメントを外す代わりに、TC224 規格は上下水道分野の技術に特

化した部分を強化して、具体的な実施ツールとすることで両規格を連動させる方向となった。

・ TC224 にも新たな専門チームを設置して集中的に進めることとなり、日本も専門チームに参加する

こととなった。
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1-2 関連規格 

1-2-1  ISO5500x シリーズ 

・ ISO5500x シリーズは、ISO55000 Asset management ‒ Overview, principles and terminology（概

要、原則、用語）、ISO55001 Asset management ‒ Management systems ‒ Requirements（マネジ

メントシステム－要求事項）、ISO55002 Asset management ‒ Management sytems ‒ Guidelines on 

the application of ISO55001（マネジメントシステム－適用におけるガイドライン）で構成

・ ISO55000 はアセットマネジメントの原則、ISO55001 はアセットマネジメントを動かすしくみ（マ

ネジメントシステム）の要求事項、ISO55002 はマネジメントシステムを適用するためのガイドラ

インを規定

・ アセットマネジメントを単なる施設の維持管理の活動と捉えず、アセットを保有・管理する組織

が、計画策定・運用・パフォーマンス評価・改善といった要求事項を遵守しつつ、国際標準に則

ったアセットマネジメントを実施する仕組みを構築することがねらい
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1-2-2  ISO55000（概要、原則、用語） 

・ ISO55000 は、アセットマネジメント、アセットマネジメントとは何か、原則や用語の定義など、

概要を示すもの

・ 目次構成は以下の通りで、導入部（目的、他の基準との関係、対象、本規格の利益）、適用範囲、

アセットマネジメント、用語の定義について解説

Foreword （まえがき）

Introduction（導入） 

0.1 Purpose（目的） 

0.2 Relationship with other standards（他の基準との関係） 

0.3 Target audience（対象） 

0.4 Benefits of the standards（基準の利益） 

1 Scope（適用範囲） 

2 Asset management（アセットマネジメント） 

2.1 Introduction（導入） 

2.2 Benefits of Asset Management （アセットマネジメントの利益） 

2.3 Assets（アセット） 

2.4 Overview of asset management（アセットマネジメントの概観） 

2.4.1 General（一般） 

2.4.2 Fundamentals（基礎） 

2.4.3 The relationship of the asset management system to asset management（アセット

マネジメントに対するアセットマネジメントシステムの関係） 

2.5 Overview of the asset management system（アセットマネジメントシステムの概観） 

2.5.1 General（一般） 

2.5.2 Benefits of an asset management system（アセットマネジメントシステムの利益）

2.5.3 Elements of an asset management system（アセットマネジメントシステムの要素）

2.6 The integrated management systems approach（統合マネジメントシステムの方法） 

3 Terms and definitions（用語と定義） 

3.1 General terms（一般用語） 

3.2 Terms relating to ‘assets’（アセットに関係する用語） 

3.3 Terms relating to ‘asset management’（アセットマネジメントに関係する用語） 

3.4 Terms relating to ‘asset management system’（アセットマネジメントシステムに関

係する用語） 

Annex A (informative)  Commonly used terms （共通用語） 

Annex B (informative)  Information on asset management activities（アセットマネジメント活動

についての情報） 

Annex C (informative)  Relationship between key elements of an asset management system（ア

セットマネジメントシステムの主要要素間の関係） 

Bibliography（用語） 
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1-2-3  ISO55001（要求事項） 

・ ISO55001 は、アセットマネジメントシステムの導入にあたって遵守すべき事項（要求事項）を示

すもの（文章は「shall」（～しなければならない）と表現）

・ 目次構成は以下の通りで、ISO マネジメントシステム規格の共通要素に適合

1. Scope（適用範囲）

2. Normative references（引用規格）

3. Terms and definitions（用語及び定義）

4. Context of the organization（組織の状況）

4.1 Understanding the organization and its context（組織及びその状況の理解）

4.2 Understanding the needs and expectations of stakeholders（利害関係者のニーズ及び期待

の理解）

4.3 Determining the scope of the asset management system（アセットマネジメントシステム

の適用範囲の決定）

4.4 Asset management system（アセットマネジメントシステム）

5. Leadership（リーダーシップ）

5.1 Leadership and commitment（リーダーシップ及びコミットメント）

5.2 Policy（方針）

5.3 Organizational roles, responsibilities and authorities（組織の役割、責任及び権限）

6. Planning（計画）

6.1 Actions to address risks and opportunities for the asset management system（リスク及び機

会への取組み）

6.2 Asset management objectives and planning to achieve them（アセットマネジメント目的及

びそれを達成するための計画策定）

6.2.1 Asset management objectives（アセットマネジメント目的）

6.2.2 Planning to achieve asset management objectives（アセットマネジメント目的を達成

するための計画策定）

7. Support（支援）

7.1 Resources（資源）

7.2 Competence（力量）

7.3 Awareness（認識）

7.4 Communication（コミュニケーション）

7.5 Information requirements（情報の要求）

7.6 Documented information（文書化された情報）

7.6.1 General（一般）

7.6.2 Create and update（作成及び更新）

7.6.3 Control of documented Information（文書化された情報の管理）

8. Operation（運用）

8.1 Operational planning and control（運用の計画及び管理）

8.2 Management of change（変化のマネジメント）

8.3 Outsourcing（外注）

9. Performance Evaluation（パフォーマンス評価）

9.1 Monitoring, measurement, analysis and evaluation（監視、測定、分析及び評価）

9.2 Internal Audit（内部監査）

9.3 Management review（マネジメントレビュー）

10. Improvement（改善）

10.1 Nonconformity and corrective action（不適合及び是正処置）

10.2 Preventive action（予防的行動）

10.3 Continual improvement（継続的改善）
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1-2-4  ISO55002（ガイドライン） 

・ ISO55002 は、ISO55001 の要求事項を満たすためのガイドラインを示すもの（文章は「should」（～

することが望ましい）と表現）

・ 目次構成は以下の通りで、ISO55001 の目次構成に合致

1. Scope（適用範囲）

2. Normative references（引用規格）

3. Terms and definitions（用語及び定義）

4. Context of the organization（組織の状況）

4.1 Understanding the organization and its context（組織及びその状況の理解）

4.2 Understanding the needs and expectations of stakeholders（利害関係者のニーズ及び期待

の理解）

4.3 Determining the scope of the asset management system（アセットマネジメントシステム

の適用範囲の決定）

4.4 Asset management system（アセットマネジメントシステム）

5. Leadership（リーダーシップ）

5.1 Leadership and commitment（リーダーシップ及びコミットメント）

5.2 Policy（方針）

5.3 Organizational roles, responsibilities and authorities（組織の役割、責任及び権限）

6. Planning（計画）

6.1 Actions to address risks and opportunities for the asset management system（リスク及び機

会への取組み）

6.2 Asset management objectives and planning to achieve them（アセットマネジメント目的及

びそれを達成するための計画策定）

6.2.1 Asset management objectives（アセットマネジメント目的）

6.2.2 Planning to achieve asset management objectives（アセットマネジメント目的を達成

するための計画策定）

7. Support（支援）

7.1 Resources（資源）

7.2 Competence（力量）

7.3 Awareness（認識）

7.4 Communication（コミュニケーション）

7.4.1 General（一般）

7.4.2 Communication Plan（コミュニケーション計画）

7.4.3 Communication Plan Content（コミュニケーション計画の内容）

7.5 Information requirements（情報の要求）

7.6 Documented information（文書化された情報）

7.6.1 General（一般）

7.6.2 Create and update（作成及び更新）

7.6.3 Control of documented Information（文書化された情報の管理）

8. Operation（運用）

8.1 Operational planning and control（運用の計画及び管理）

8.2 Management of change（変化のマネジメント）

8.3 Outsourcing（外注）

9. Performance Evaluation（パフォーマンス評価）

9.1 Monitoring, measurement, analysis and evaluation（監視、測定、分析及び評価）

9.1.1 General（一般）

9.1.2 Evaluation of the performance of the asset portfolio and asset management processes
（アセットポートフォリオとアセットマネジメントプロセスのパフォーマンス評価）

9.2 Internal Audit（内部監査）

9.3 Management review（マネジメントレビュー）
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10. Improvement（改善）

10.1 Nonconformity and corrective action（不適合及び是正処置）

10.1.1 General（一般）

10.1.2 Processes for the investigation of asset-related nonconformities and incidents（アセッ

ト関係の不適合及び事故の調査プロセス）

10.1.3 Processes for implementing corrective actions（是正処置の実施プロセス）

10.2 Preventive action（予防的行動）

10.3 Continual improvement（継続的改善）

Annex A Information on asset management activities (informative)  
Bibliography 
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1-3 規格のポイント 

1-3-1  ISO55001 の意義（文章検討中）

○ アセットマネジメントが求められる背景

建設の時代から維持管理の時代へと変化

 高度成長期に建設された大量設備の更新時期が到来

 経年劣化に伴い信頼性が低下してトラブルが増加

 維持管理技術が進歩し、延命化が可能に

財政の制約

熟練者の退職等による技術や暗黙知の喪失

○ 法令順守や社会的責任に対するニーズの高まり

公共サービスの向上のためのシステムの最適化

サービスのニーズとインフラの状況の把握

効率的、効果的なインフラの管理、運営

教育や訓練による力量の獲得

プロセスや手順の文書化

モニタリングと改善

1-3-2  ISO55001 の概要と特徴 

規格番号 ISO 55001 

開発機関 国 際 標 準 化 機 構 （ ISO ： International Organization for 

Standardization） PC251 

規格の種類 国際規格（IS：International Standard）

タイプ：マネジメントシステム規格（MSS：Management System 

Standard）

タイトル アセットマネジメント － マネジメントシステム － 要求事項

（Asset management ‒ Management systems ‒ Requirements）

適用範囲の概要 全ての種類の資産、全ての種類と大きさの組織に適用可能。（特に、

物的資産のマネジメントに利用されることを意図しているが、他の種

類の資産への適用を妨げない）

引用規格 ISO55000 Asset management ‒  Overview, principles and 

terminology（概要、原則、用語）

各章の構成 1 章 適用範囲（Scope）

2 章 引用規格（Normative references）

3 章 用語及び定義（Terms of definition）

4 章 組織の状況（Context of organization）

5 章 リーダーシップ（Leadership）

6 章 計画（Planning）

7 章 支援（Support）

8 章 運用（Operation）

9 章 パフォーマンス評価（Performance Evaluation）

10 章 改善（Improvement）



9 

1-3-3  ISO におけるマネジメントシステム規格の整合化のための共通要素 

・ ISO/TMB（技術管理評議会）/TAG13-JTCG（合同技術調整グループ）が、ISO マネジメントシステ規

格の共通要素（基本構造（上位構造）、共通用語・定義及び共通要求事項（マネジメントシステム

規格共通テキスト））を開発

・ 開発段階では Guide83 と呼ばれ、最終的には ISO/IEC 専門業務用指針の補足指針の附属書 SL「マ

ネジメントシステム規格の提案」として 2012 年 5月に公表

（ISO マネジメントシステム規格の基本構造（HLS：High Level Structure（上位構造）） 

1. Scope（適用範囲）

2. Normative references（引用規格）

3. Terms and definitions（用語及び定義）

4. Context of the organization（組織の状況）

5. Leadership（リーダーシップ）

6. Planning（計画）

7. Support（支援）

8. Operation（運用）

9. Performance Evaluation（パフォーマンス評価）

10. Improvement（改善）

※ 4,5,6,7 が Plan、8が Do、9 が Check、10 が Action に相当

（ISO マネジメントシステム規格の共通用語・定義）

・ Organization（組織）

・ interested party/stakeholder（利害関係者/ステークホルダー）

・ requirement（要求事項）

・ management system（マネジメントシステム）

・ top management（トップマネジメント）

・ effectiveness（有効性）

・ policy（方針）

・ objective（目的）

・ risk（リスク）

・ competence（力量）

・ documented information（文書化された情報）

・ process（プロセス）

・ performance（パフォーマンス）

・ outsource（外部委託する）

・ monitoring（監視）

・ measurement（測定）

・ audit（監査）

・ conformity（適合）

・ non-conformity（不適合）

・ correction（修正）

・ corrective action（是正措置）

・ continual improvement（継続的改善）
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（ISO マネジメントシステム規格の共通要求事項（共通テキスト）

1. Scope（適用範囲） 

2. Normative references（引用規格） 

3. Terms and definitions（用語及び定義） 

‐

4. Context of the organization（組織の状況） 
4.1 Understanding the organization and its context（組織及びその状況の理解） 
4.2 Understanding the needs and expectations of interested parties（利害関係者

のニーズ及び期待の理解） 
4.3 Determining the scope of the XXX management system（XXX マネジメントシステ

ムの適用範囲の決定） 
4.4 XXX management system（XXX マネジメントシステム） 

5. Leadership（リーダーシップ） 
5.1 Leadership and commitment（リーダーシップ及びコミットメント） 
5.2 Policy（方針） 
5.3 Organizational roles, responsibilities and authorities（組織の役割、責任及

び権限） 

6. Planning（計画） 
6.1 Actions to address risks and opportunities（リスク及び機会への取組み） 
6.2 XXX objectives and planning to achieve them （XXX 目的及びそれを達成するた

めの計画策定） 

7. Support（支援） 
7.1 Resources（資源） 
7.2 Competence（力量） 
7.3 Awareness（認識） 
7.4 Communication（コミュニケーション） 
7.5 Documented information（文書化された情報） 
7.5.1 General（一般） 
7.5.2 Create and update（作成及び更新） 
7.5.3 Control of documented Information（文書化された情報の管理） 

Plan 

8. Operation（運用） 
8.1 Operational planning and control（運用の計画及び管理） 

Do 

9. Performance Evaluation（パフォーマンス評価） 
9.1 Monitoring, measurement, analysis and evaluation（監視、測定、分析及び評価）
9.2 Internal Audit（内部監査） 
9.3 Management review（マネジメントレビュー） 

Check

10. Improvement（改善） 
10.1 Nonconformity and corrective action（不適合及び是正処置） 
10.2 Continual improvement（継続的改善） 

Action
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・ ISO55001 は、共通要求事項をもとに以下の構成となっている（下線は ISO550001 独自の項目）

1. Scope（適用範囲）

2. Normative references（引用規格）

3. Terms and definitions（用語及び定義）

4. Context of the organization（組織の状況）
4.1 Understanding the organization and its context（組織及びその状況の理解）
4.2 Understanding the needs and expectations of stakeholders（利害関係者のニーズ及び期待の

理解）
4.3 Determining the scope of the asset management system（アセットマネジメントシステムの

適用範囲の決定）
4.4 Asset management system（アセットマネジメントシステム）

5. Leadership（リーダーシップ）
5.1 Leadership and commitment（リーダーシップ及びコミットメント）
5.2 Policy（方針）
5.3 Organizational roles, responsibilities and authorities（組織の役割、責任及び権限）

6. Planning（計画）
6.1 Actions to address risks and opportunities for the asset management system（リスク及び機

会への取組み）
6.2 Asset management objectives and planning to achieve them（アセットマネジメント目的及び

それを達成するための計画策定）
6.2.1 Asset management objectives（アセットマネジメント目的）
6.2.2 Planning to achieve asset management objectives（アセットマネジメント目的を達成す

るための計画策定）

7. Support（支援）
7.1 Resources（資源）
7.2 Competence（力量）
7.3 Awareness（認識）
7.4 Communication（コミュニケーション）
7.5 Information requirements（情報の要求）
7.6 Documented information（文書化された情報）

7.6.1 General（一般）
7.6.2 Create and update（作成及び更新）
7.6.3 Control of documented Information（文書化された情報の管理）

8. Operation（運用）
8.1 Operational planning and control（運用の計画及び管理）
8.2 Management of change（変化のマネジメント）
8.3 Outsourcing（外注）

9. Performance Evaluation（パフォーマンス評価）
9.1 Monitoring, measurement, analysis and evaluation（監視、測定、分析及び評価）
9.2 Internal Audit（内部監査）
9.3 Management review（マネジメントレビュー）

10. Improvement（改善）
10.1 Nonconformity and corrective action（不適合及び是正処置）
10.2 Preventive action（予防的行動）
10.3 Continual improvement（継続的改善）



12 

2 ISO55001 の導入のポイント 

ISO55001 の導入にあたり、その手順を追って解説する。「導入の流れ」及び「アセットマネジメン

トシステムの要求事項の相互関係」を、図 2に示す。
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図 2 アセットマネジメントシステムの要求事項の相互関係 

利害関係者と組織の状況 要求事項の流れ

フィードバックアクション

1. 組織ビジョンの策定
組織計画と組織目標

要求事項の相似、同時性

4.1 組織とその状況の理解

　・内部外部の課題

　・組織目標（objecives)とAM目標（SAMPを含む）の整合

4.2 利害関係者のニーズと期待の理解

　・利害関係者の特定と利害関係者の要求と期待の把握

　・意思決定のための基準
　・利害関係者の要求の記録、報告（外部、内部）

7.5　情報の要求事項

2. アセットマネジメント方針 8. アセットポートフォリオ

5.2 方針

　・組織目的（Purpose)に対して適切、AM目標を決める枠組み

　・経営者のコミットメント

　・組織計画との一貫性
　・組織方針との一貫性

　・アセットの性質と規模に応じた方針

ISO55000 3.2.5
アセットポートフォリオはAMS範囲内のアセット（複数形）

である。これは管理目的で作成される。プラント、機器、

ツール、土地などに分類される。

3. AMSの構築
戦略的アセットマネジメント計画SAMP

アセットマネジメント目標

8. 情報管理マネジメントの構築 11. AMSの構築のための組織整備

・AMS範囲の決定

　　4.3 AMSの範囲の決定

　　　　・アセットポートフォリオの定義

　　8.3 アウトソーシング（範囲）

4.4 AMS

　・AMSの導入、実施、維持、継続的改善
　・SAMPの文書化（AM目標を実現するためのAMSの役割を含む）

6.2.1 AM目標(objectives)の設定

　・意思決定基準

　・SAMPの一部として

7.5 c)

情報管理のためのプロセスの

特定、実施、維持

5.1 リーダーシップとコミットメント

　・組織の事業プロセスにAMSを統合

　・組織のERMにAMSリスクマネジメントを統合

5.3 組織の役割、責任、権限

　・SAMPの導入と見直し（AM目標を含む）

　・SAMPの確実な実施

4. リスクアセスメントと
アセットマネジメント計画

8. AM必要情報の考慮条件

・リスクアセスメント
　　6.1 AMSに関するリスクと機会の取扱い

　　6.2.2 AM目標を達成するための計画：　AM計画

　　　①AM計画の作成（SAMPとの整合）

　　　②AM計画作成のための考慮事項

　　　　　・優先付けと意思決定のための基準　a)

　　　　　・リスクと機会を取り扱うためのプロセス作り　l)

　　　　　　　-リスクと機会の特定

　　　　　　　-リスクと機会のアセスメント
　　　　　　　-アセットの重要性の決定

　　　　　　　-リスクと機会への対応と監視

　　8.3アウトソーシング（リスク評価）

7.5 a)

・リスクの重要性

・AMSの役割、責任

・利害関係者との情報交換

　　（サービス供給者を含む）

・組織の意思決定のためのインパクト

　　・質、可用性、情報管理
7.5 e)

・財務データと技術データの一貫性とトレーサビリ

ティ

　（法的及び規制に適合する程度の）

プロセスレベルの管理サイクル

5. AM計画の実施 8. AM必要情報の決定
AMS

関連支援要素

8.1 運用計画と管理

　①プロセスに対する基準の設定

　②基準によるプロセスの管理

　③プロセスが計画通りに実施されたことを示す記録の保持

　④リスクアセスメント6.2.2で決めた方法でのリスク対応と監視

8.2　変更管理：　変更によるまいなすの影響の事前評価
8.3 アウトソーシング（AMSでの管理）

7.1 資源

7.2 能力

7.3 認識

7.4 コミュニケーション

7.5 情報の要求

　　・d) AMに関する組織内の用語の統一
7.6 文書化された情報

6. パフォーマンス評価（プロセス）

9.1 監視、測定、分析、評価

　①評価と報告

　　・アセットの性能（Performance）

　　・アセットマネジメントのパフォーマンス

　②監視、測定、分析、評価の記録の保持

　③利害関係者のニーズと期待への理解(4.2)への適合

7. パフォーマンス評価（マネジメント）

9.2 内部監査
9.3 マネジメントレビュー

9. 改善

10. 改善
　①不適合の是正

　　　・不適合またはインシデント

　　　・不適合またはインシデントの是正処置の必要性評価

　　　・是正のためのアクション（corrective action)

　②予防処置

　　　・潜在的な失敗(failure)の事前特定と予防処置の必要性評価

　　　・潜在的な失敗(failure)には是正処置と同じプロセスを適用

　③継続的改善

7.5 a)

　・AMのプロセス、手順、活動

7.5 b)

　・属性
　・質

　・収集、分析、評価の方法と時期

アセットマネジメントシステムの要求事項の相互関係
ISO55002付属書Bの改善と詳細化
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2-1 組織ビジョンの策定（組織計画と組織目標） 

(1)要求事項の概要

(2)解説

(3)事例

①課題の特定

下水道事業に関わる組織内外の利害関係者の要求や期待等を把握し、下水道アセットマネジメ

ントを行う際の意思決定の基準を定義しなければならない 

組織内部の状況と外部環境を把握し、下水道アセットマネジメントを通じて改善すべき課題を

特定しなければならない 

要求事項（4.1：組織とその状況の理解）

要求事項（4.2：利害関係者のニーズと期待の理解）

地方自治体の場合

『●●市下水道マスタープラン』において下記を列記

・地震や浸水など災害に関する現状と課題

・施設の維持更新など下水道ｻｰﾋﾞｽの継続に関する現状と課題

・河川や海などの水環境に関する現状と課題

・廃棄物や地球環境問題に関する現状と課題

・下水道事業経営に関する現状と課題

・サービスの充実に向けた現状と課題

民間事業者の場合

『中期経営計画』において、下記重要事項を決定

・組織別の成長戦略策定と実行

・前者ベースでの情報共有の促進

・新・水時代に活躍できる技術者の育成
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②利害関係者のニーズと期待の理解

地方公共団体の場合

○利害関係者の要求や期待

『AM統括ガイドライン』にて以下の利害関係者と、それぞれに対する留意点を列記

○意思決定基準

『AM統括ガイドライン』にて以下の意思決定基準を設定

・管路、設備、地震、浸水に関するリスク評価基準

・リスク・コストにもとづく投資優先度の判断基準

※上記の内容は、自治体の下水道ビジョン、経営計画等に定められていることが多い。

民間事業者の場合

○利害関係者の要求や期待

『維持管理マニュアル』において、関連法規及び所轄機関について明記

・●●市「▲▲浄化センター 運転保守管理その他業務委託仕様書」

・日本下水道事業団「下水道維持管理指針」

・地域住民

○意思決定基準

本社各種規定や発注者との業務委託仕様書、業務実施計画書等において意思決定基準を明記

・日常の維持管理や費用が 50 万円以下の事象についてはセンター長及び補佐員が実施是非

を判断

・上記を超えるものは発注者と協議のうえ決定
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2-2 アセットマネジメント方針（AM方針） 

(1)要求事項の概要 

(2)解説 

 各種要求事項：

ISO や JIS、法規則、契約上の義務など

 他の計画：

組織の計画（事業計画，基本計画）や、他のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ（QMS，EMS など）の計画など

 下水道施設の特性や規模：

ｱｾｯﾄの性質（新技術，既存技術／性能及び性能制御活動に関する情報），規模（管路延長や下水

処理施設数、処理水量などの情報）

(3)事例 

 上位方針や他の計画と整合した下水道アセットマネジメント方針を策定しなければならない 

 組織目標の達成やアセットマネジメント目標の設定、各種要求事項の遵守、継続的改善を確約

する内容が含まれていなければならない 

 下水道施設の特性や規模に合ったものでなければならない 

 組織内に伝達し，ステークホルダーに利用可能でなければならない 

要求事項（5.2：アセットマネジメント方針）

適用範囲

 〇〇市内の公共下水道、農業集落排水事業、地域下水道を対象

方針

 〇〇市下水道事業は、本市基本計画の理念を実現し、〇〇市下水道ビジョンを達成するた

め、下水道施設の機能を適切なレベルで整備し、維持します。そのため、下記をはじめと

する取組みを進めます。

 下水道事業の目標を達成するため、指標を管理し目標の達成度を測定します

 下水道の全施設及び全業務を網羅するリスクマネジメントを実施します

 基準に基づき正確かつ十分な情報に基づいた責任ある意思決定を行います

 施設の保全と更新を適切なレベルで行うため、保全、投資、財政計画を統合、調和した経

営計画を策定します

 AM を適切に実施するために必要な資金を確保します

役割と責任

 〇〇市下水道事業アセットマネジメントは下水道事業の全組織、全職員の取組みであり、

役割であり、任務です。下水道管理者である〇〇市長が AM実施の責任者です。

地方公共団体の場合 
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当社は、国内ならびに国外において「水・環境」に関わる社会と顧客のニーズに応えるため、

たゆまず能力の研鑽とサービスの向上につとめ、顧客が満足する技術とサービスの提供を基本

として、次の通りアセットマネジメント方針を定める。

基本方針

 顧客の満足を得るアセットマネジメントに関するサービスの提供

 顧客の信頼を得るアセットマネジメントに関するサービスの提供

 企業としての社会的責任（ＣＳＲ）を重視する体質の堅持

 継続的改善を可能とする社内体制の維持・向上

重点施策

アセットマネジメント方針達成のために以下を重点施策とし、目標管理制度を導入して継続

的な改善を図る

 顧客ニーズの積極的かつ的確な把握と対応

 事故防止、予防保全の技術向上

 是正処置・予防処置の徹底による不適合の低減

 是正処置・法令・社内規範・社内ルールの遵守及び倫理観の向上

 人材の確保・育成によるアセットマネジメントシステムの維持・向上

役割と責任

関連する全ての役員と従業員は次のことを行う。

 ISO55001 を適用し、顧客及び法規制等の要求事項への適合とアセットマネジメントシス

テムの有効性の継続的な改善を図る。

 アセットマネジメントシステムに定められた個人の責任を果たす。

 組織単位の機能の向上と連携による総合力の発揮に努める。

 顧客の満足を得る製品・サービスの提供

民間事業者の場合 
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2-3 アセットマネジメントシステム(AMS)の構築 

2-3-1適用範囲 

(1)要求事項の概要 

(2)解説 

アセットを保有しない、民間事業者の認証継続については、以下の参考に示す基準の適用によ

り、特定サイトの包括委託契約期間が終了しても、民間事業者の全組織範囲での認証は維持す

ることが可能。

そのため、民間事業者での認証は一箇所のサイトだけではなく、本社の関連部門も含めた全社

範囲の認証が望ましい。

(3)事例 

組織は AMS の境界と適用可能性を決定し、文書化しなければならない。 

適用範囲は戦略的 AM計画と AM方針に合致していなければならない。 

要求事項（4.3：アセットマネジメントシステムの適用範囲の特定）

 包括委託契約により地方公共団体から運営を委託される民間事業者の場合は、 

下記の２つの前提条件で、サンプリングによって全組織範囲の認証が可能 

（サンプリング数の基準：   √（サイト数)  例）：全 100 サイトなら 10サイト程度）

– サンプリング対象のサイトが類似のプロセスを採用 

– サンプリング対象のサイト運営が、アセットマネジメント共通運営管理基準の利用な

ど、本社組織の中央統制下に置かれている。 

参考：マネジメントシステム認証共通基準 IAF MD1 

地方公共団体の場合 
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2-3-2アセットマネジメントシステム 

(1)要求事項の概要 

(2)解説 

民間事業者の場合 
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(3)事例 
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2-3-3アセットマネジメント目標 

(1)要求事項の概要 

(2)解説

(3)事例 
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2-4 リスクアセスメントとアセットマネジメント計画 

2-4-1リスクアセスメント/マネジメント 

(1)要求事項の概要 

(2)解説 

(3)事例 
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2-4-1アセットマネジメント目標の達成計画 

(1)要求事項の概要 

(2)解説 
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2-5 アセットマネジメント計画の実施 

2-5-1運用計画と管理 

2-5-2変更管理 

(1)要求事項の概要 

(2)解説 

考慮すべき変更の例[55002 箇条 8.2.2）

 組織構造，役割・責任。

 AM 方針，目標，あるいは計画。

 AM 活動のためのプロセス。

 新規アセット，アセットシステム，あるいは技術

 新規外部要因（新規法律及び要求事項）

 サプライチェーンの制約

 契約者やサプライヤーの要求

 資源の要求

(3)事例 
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2-5-3アウトソーシング 
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2-6 パフォーマンス評価（プロセス） 

(1)要求事項の概要

(2)解説

 監視の対象，実施方法，タイミング，周期を決定しておくことが必要になる。

 フィードバックはマネジメントレビューなどで評価し，次の改善に結び付けてゆく。

［ISO 55000 3.1.18］

パフォーマンス（performance）

測定可能な結果

注 1)定量的，定性的な所見のいずれにも関連し得る。

注 2)活動，プロセス，製品・サービス，システム，運営管理に関連し得る。

以上からパフォーマンスを評価するとは，

業務の結果を測定し，評価することである。

［ISO 55000 3.1.8］

有効性（effectiveness）

計画した活動を実施し，目標を達成した程度

以上から有効性を評価するとは，

業務の結果を測定し，目標を達成した程度を

評価することである。

アセット，アセットマネジメント，アセットマネジメントシステムのパフォーマンスを評価

することを要求している。 

計画した活動の結果を計測し，目標をどの程度達成したかどうか，その有効性を評価し，評

価結果を次の改善に向け，フィードバックすることが必要である。 

要求事項（9.1 変更管理）
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(3)事例

1)地方自治体

①プロセスの監視

・基準や業務プロセスをＩＴシステムとして整備

②アセットの監視

・全ての苦情要望を管理維持台帳（ＩＴシステム）に記録

・ＩＴシステムには作業管理，業務記録も蓄積

・全てのデータはＧＩＳで地図上から閲覧可能

③フィードバック

・データは分析し，ＫＰＩレポート，リスクレポートとして報告，マネジメントレビューされる。

ＫＰＩレポート ・市民満足度

・汚水溢水事故回数

・耐震化率

・ポンプ場ダウン回数

リスクレポート ・リスク基準の説明

・高レベルリスクの状況
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2-7 パフォーマンス評価（マネジメント） 

(1) 要求事項の概要 

(2) 解説 

 経営者が、AMS が継続的に適切であるか、継続的に有効であるかを評価するための有力な手段

が、内部監査とマネジメントレビューである。経営者は自らの代理として内部監査責任者を決

めて内部監査を実施させ、その結果を含めてマネジメントレビューを行う。

 内部監査責任者は、内部監査の頻度、方法について定め、監査チームを編成し、監査プログラ

ムを作成する。監査プログラムはプロセスの重要性と前回の監査結果を考慮して決める。

 内部監査の原則、監査プログラム、監査の実施、監査員に必要な力量については、マネジメン

トシステム監査ガイドライン ISO 19011（JIS Q 19011）を参照することが望ましい。

 マネジメントレビューで考慮すべきことは、前回のマネジメントレビューの結果、内外の環境

の変化、AMS のパフォーマンス（不適合と是正処置、監視測定結果、内部監査結果）、AM活動、

改善の機会、リスクとの変化などである。

 AMSについて計画された間隔で要求事項への適合性と有効性について、内部監査を実施しな

ければならない。 

 トップマネジメントは、妥当性、適切性及び有効性が継続していることを確実にするため

に、マネジメントレビューを計画された間隔で行い、組織のAMSを見直さなければならない。

 内部監査とマネジメントレビューの結果は証拠として、文書化された情報を保持しなけれ

ばならない。 

要求事項（9.2 内部監査 9.3 マネジメントレビュー）



30 

(3) 事例 
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2-8 情報の取り扱い 

2-8-1プロセス管理 

(1)要求事項の概要 

(2)解説 

 プロセスの整備：

プロセスの基準の設定及びプロセスの管理の実施（8.1）であり，下図に示すプロセス要素を

明確にするのが望ましい。

 情報に対する要求仕様：

どのような情報を，どの程度の精度で収集するか、また情報の利用者を特定し，その情報の管

理について定めること。ガイドラインのような規定を準備するのが望ましい

②情報の仕様の決定
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2-8-2必要情報の決定 

(1)要求事項の概要

(2)解説 

 「証拠としての文書化された情報」（記録）を必要な期間保管する。

＊ 情報の仕様に関する要求事項（情報の属性）の補足

アセットポートフォリオ（箇条 4.3 適用範囲）に対する属性と諸情報を，計画（箇条 6）と運用（箇

条 8）及び監視・測定・分析・評価）で収集，分析，評価する。

 プロセスが計画通りに実施されたという確信を持つために必要な程度の，証拠としての文書

化した情報を保持しなければなら ない 

要求事項（8.1 運営計画策定と管理）
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 (3)事例 

ストックマネジメント手法を踏まえた下水道長寿命化計画策定に関する手引き（案）（H25.9） 参

考資料Ⅲ-p5-6 
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2-9 改善 

解説 

 起こり得る不適合又はその他の望ましくない起 

こり得る状況の原因を除去するための措置 

 action to eliminate the cause  of a potential 

nonconformity (3.1.12) or other undesirable 

 potential situation 

 要求事項（requirement）を満たしていない 

こと 

 non-fulfilment of a requirement  

不適合やインシデントが起きた際には、その影響の大きさに応じて適切に是正措置、原因分

析、再発可能性の評価を行わなければならない。 

不適合やインシデントの記録や是正措置の内容、その結果を文書化しなければならない。 

不適合や事故が発生しうる潜在的な不具合を積極的に特定し、必要に応じて予防的に是正措

置を行わなければならない。 

要求事項（10.1 不適合及び是正措置、10.2 予防措置）

インシデントに繋がる不適合の発見と是正･予防措置を重視。不適合の判定が審査の最重要課

題。

発見した不適合から，潜在的な不具合（failure）を推定し，是正・予防措置が必要かどうか

を評価。

管理基準を適切なレベルで設定することが重要。

（基準が甘すぎると漏れが発生しやすくなり，逆に厳しすぎると膨大な量の処理により破綻す

る恐れ） ⇒不適合及びインシデントの管理基準と是正･予防措置プロセスの整備が必要

不適合（nonconformity): ISO55000 3.1.12 予防措置（preventive action） : ISO55000 3.3.4 

 損害または他の損失を結果として生じて

いる計画されていないイベントまたは発

生 

 unplanned event or occurrence 

resulting in damage or other loss

インシデント（incident): ISO55000 3.1.9 
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各種の制御値・指標の

運転管理上の範囲

運転管理上の判断

（手順書通り）

法規制や委託契約上の

基準・規制
判定

範囲内 正常 範囲内 適合

範囲外 異常 範囲内 不適合

範囲外 異常 範囲外 不適合

各種の調査値・指標

の範囲

調査結果

の判断

道路陥没等

の事故発生
区分

範囲内 正常 無し 適合

範囲内 正常 有り 不適合

範囲外 異常 有り 不適合

道路陥没等

の事故発生
区分

無し 適合

有り 不適合

解説 

以下に下水道事業において想定される不適合の発生ケースを例示する。

【下水処理場の場合】

下水は、その水量・水質などが時間的，季節的にも変化するため、処理場の運転管理では、日々、機器

の調整を含めた運転制御を行っている。運転管理上の範囲から逸脱し、異常と判断される場合は「不適合」

に該当すると考えられる。

【管路の場合】

管路の大半は地中に埋設されており、その状態把握には膨大な時間と費用を要する。調査で正常と判断

されていた場合でも、結果として道路陥没等の事故が発生した場合は「不適合」に該当すると考えられる。

□ 調査が実施されていた場合 

□ 調査未実施の場合
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種類 説明

不具合 ・日々の運転監視や定期点検、市民からの苦

情等で特定された道路陥没や施設の異常

など

軽 微 な 不

適合（マイ

ナー）

・マニュアルや管理基準からの逸脱 （一

時的または１個人によるもの）

・内部監査員が要求からの違反があると判断

したもの など

重 大 な 不

適合（メジ

ャー）

・重大な被害や損失を伴う事故

・法規制からの違反

・マニュアルや管理基準からの逸脱

（慢性的または組織的なもの） など

仙台市の場合 

『AM統括ガイドライン』にて不具合や不適合の管理基

準と予防・是正措置を定義しているほか、具体的な運

用ルールは個別の管理基準やガイドラインにて定義

水ingの場合 

『不適合管理規定』にて不適合の管理基準

と対策・処置プロセスを明記

○管理基準 ○管理基準

 ５段階に分けて不適合のグレードを定義

 アセットマネジメントの不適合は環境マネジメ

ント（EMS）や品質マネジメント（QMS）と同様

に取り扱う

○予防・是正措置プロセス

 不適合のグレードに応じて、センターで行う対

策・処置の審議や福山市との協議方法について

設定

 予防措置はリスクとして「維持管理マニュア

ル」の「リスク（予防）管理」項目で規定

○是正措置プロセス

 市民からの苦情・要望対応プロセス

 道路陥没や大雨対応、水質汚濁事故等対応プロセス

 施設の故障・不具合対応プロセス など

○予防措置プロセス

 道路陥没・苦情等のエリア別分析と更新計画策定プロセス

 内部監査で特定した不適合の再発防止プロセス など
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2-10 アセットマネジメントシステム(AMS)構築のための組織整備 

(1)要求事項の概要 

(2)解説 

(3)事例 

トップマネジメントがリーダーシップを発揮できる体

制を整える。

組織体制とそれぞれの責任・体制を明確にする。

情報の伝達手順を確立する。

トップマネジメントにより、アセットマネジメントシ

ステムを推進するための組織を構築する。

トップマネジメントにより、責任・権限の割り当てと、組織内の情報伝達手順を確立する。

 トップマネジメントがリーダーシップを発揮するための方針・体制を整える。

要求事項（5.1リーダーシップ及びコミットメント）

要求事項（5.3組織の役割，責任及び権限）
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2-11 支援 

2-11-1 資源、力量、認識、コミュニケーション 

(1)要求事項の概要 

(2)解説 

2-11-2 情報の要求、文書化された情報 

(1)要求事項の概要 

(2)解説 
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(3)事例 


